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都道府県名 青 森 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 青森市立筒井南小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ １ １９
２５

児童数 ９７ ９６ １０２ １０９ １０６ １０９ ２ ６２１

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

確かな学力と豊かな表現力を身につけさせるための学習指導法の研究
―算数科を中心とした指導方法・指導体制の工夫改善を通して―

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1
・全学年・算数科
児童の理解度に差が出やすい教科であるため。

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
確かな学力と豊かな表現力を身につけさせるための学習指導法の研究
―算数科を中心とした指導方法・指導体制の工夫改善を通して―

○ 研究の見通し（仮説）
( ) 学習過程における個に応じた指導や体験的な活動のあり方を工夫する1
ことにより、自分の力で問題を解決し、基礎的・基本的な内容が定着す
るのではないか。
( ) 互いの気づきや考えのよさを認め合い、多様な考え方を引き出す支援2
を工夫することにより、自分の考えを豊かに表現できるのではないか。

平 ○ 研究の内容・方法
成 ( ) 個に応じた指導方法・指導体制の工夫改善1

① ＴＴ、習熟度別、課題別学習、朝の学習(チャレンジタイム)の工夫15
年 ② 個々の実態把握に基づいた、基礎・基本の定着を図るための支援
度 ( ) 体験的学習を通して、見通しをもって自力解決させる単元構成・展開2

の工夫
① 日常の生活や既習事項との関連を図った課題提示の工夫
② 問題意識が連続しながら深まっていく単元構成・展開の工夫
③ 学習内容を定着させるための効果的な体験活動の工夫
( ) 互いの気づきやよさを認め合い、進んで自分の考えを表現させる工夫3
① 自分の気づきや考えを分かりやすく表現させる支援
② 個々のよさを生かしながら、多様な考えを関連づけたり深めさせた
りする支援

( ) 中学校との連携による指導の連続性4
① 小・中学校相互の学力分析に基づいた指導の改善

○ テーマ
確かな学力と豊かな表現力を身につけさせるための学習指導法の研究
―算数科を中心とした指導方法・指導体制の工夫改善を通して―

○ 研究の見通し（仮説）
( ) 学習過程における個に応じた指導や体験的な活動のあり方を工夫する1
ことにより、自分の力で問題を解決し、基礎的・基本的な内容が定着す
るのではないか。
( ) 互いの気づきや考えのよさを認め合い、多様な考え方を引き出す支援2
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を工夫することにより、自分の考えを豊かに表現できるのではないか。
○ 研究の内容・方法
( ) 個に応じた指導方法・指導体制の工夫改善1

平 ① ＴＴ、習熟度別、課題別学習、朝の学習(チャレンジタイム)の工夫
成 ② 個々の実態把握に基づいた、基礎・基本の定着を図るための支援

③ 発展的学習や補充的学習の進め方の工夫16
年 ( ) 体験的学習を通して、見通しをもって自力解決させる単元構成・展開2
度 の工夫

① 日常の生活や既習事項との関連を図った課題提示の工夫
② 問題意識が連続しながら深まっていく単元構成・展開の工夫
③ 学習内容を定着させるための効果的な体験活動の工夫
( ) 互いの気づきやよさを認め合い、進んで自分の考えを表現させる工夫3
① 自分の気づきや考えを分かりやすく表現させる支援
② 個々のよさを生かしながら、多様な考えを関連づけたり深めさせた
りする支援
③ 学びのよさや可能性を見取り、次への意欲を高める評価
( ) 中学校との連携による指導の連続性4
① 小・中学校相互の学力分析に基づいた指導の改善

( ) 研究推進体制3

指導助言 校 長
青森県教育委員会
東青教育事務所 教 頭
青森市教育委員会 学区小・中連絡会

教務主任
学力向上フロンティア

研 修 班 研 究 推 進 委 員 会
全 体 研 修 会

低学年ブロック 中学年ブロック 高学年ブロック
１学年部会 ２学年部会 ３学年部会 ４学年部会 ５学年部会 ６学年部会

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果
( ) ＴＴの指導について1

第６学年 算数科学習指導案

１ 単元名 「比とその利用」 比を使った問題
２ 単元の目標
( ) ２つの数量を表すのに比を用いることのよさが分かり、日常生活の場面で進ん1

。 〔 〕で用いようとする 関心・意欲・態度
( ) 比の性質を用いて、比例式の未知数を求めたり与えられた量を示された比に分2
けたりする方法を考え、解決することができる。 〔数学的な考え方〕
( ) 比を用いて表したり、等しい比を見つけたりすることができる 〔表現・処理〕3 。

、 。 〔 〕( ) 比の意味や表し方 比の相当などについて理解する 知識・理解4
３ 単元について
( ) 学習指導要領との関連1
本単元は学習指導要領６学年［Ｄ 数量関係］( )1
( ) 簡単な場合について、比の意味を理解できるようにする。1
に基づき、設定されている。
( ) 指導にあたって2
２つの数量ＡとＢの割合を表すには、大きく分けて２つの方法がある。
その１つは Ａ Ｂのうちの一方を基準として ＡはＢの ４倍 とか ３、 ， 、“ 「 」 、「
／５ ”という場合である。この場合、ＡとＢの割合は１つの数で表される。」
もう１つは、特にどちらか一方を基準とするのではなく、２つの数量の共通な
量を基準にして“ＡとＢは３対５の割合である”というように、簡単な整数の
組み合わせで表す方法である。
前者については、低学年から広い範囲で指導を重ねてきており、第５学年で
は、１つの量を基準として他の量の割合を考える学習もしてきている。

、 、 、「 」本単元では 後者の場合 つまりＡとＢが対等に扱われる場合について 比
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という割合の表し方を知り、その相当関係を理解した上で、数量の関係を表し
たり処理したりするのにこの方法を必要に応じて用いる能力を伸ばしていくこ
とが主なねらいである。
このような比を使った考え方は、日常のいろいろな場面で用いられる。そこ
で、児童が意欲をもちそれが持続するような課題提示の工夫をしたり、既習と
の関連を明らかにして学習を進めたりすることにより、積極的に課題解決に取
り組むとともに、学習したことを生活のいろいろな場面で活用する態度を育て
ていきたいと考える。

４ 児童の実態について
【対象人数 ３７名】

観 点 調査問題と結果 考 察
２つの数の公約 ①４０と３２の公約数をすべて 等しい比を見つけていく場
数を見つけること かきましょう。 合、困難な児童が出てくると思
ができる。 【正答】…（４６％） われる。小単元の「等しい比」

≪誤答例≫ では、約数を想起させ、確実に
・２，４，８（１２名） 等しい比を求めることができる
・１，２，８ よう丁寧に指導していきたい。

割合に関する問 ②ソフトボール部の定員は２０ 割合を求めるための立式は大
題を解くことがで 人です。希望者が４０人いま 方できているが、少し数値が複
きる。 した。希望者は定員の何倍で 雑になると、計算違いをすると

しょう。 いう傾向が見られる。考え方は
②…整数倍の割合 【正答】…式 （８９％） もちろんであるが、普段から計

答え（８４％） 算力を高めるための繰り返し練
③…小数倍の割合 ≪誤答例≫ 習をしていかなければならな

・２０÷４０（３人） い。
④…比べる量を求
める ③サッカー部員の定員は１５人

です。希望者が４５人いまし
⑤…もとにする量 た。希望者は定員の何倍でし
を求める ょう。

【正答】…式 （９７％）
答え（８４％）

≪誤答例≫
・２５÷４５ 比べる量を求める問題はほと

んどの児童が正答を得ている。
④書道クラブの定員は１５人で 何の何倍という学習が低学年か
す。希望者はその０．８倍あ ら繰り返し指導されていること
ったそうです。希望者は何人 と、その場面がイメージ的に捉
だったのでしょう。 えやすいことが理由としてあげ
【正答】…式 （９６％） られる。本時の課題でも、割合

答え（９６％） （比の値）を使った解決方法が
≪誤答例≫ 出てくるものと思われる。
・０．８×１５

⑤科学クラブ希望者は２４人で 小数倍の割合のもとにする量
した。これは定員の１．６倍 を求めるのに困難を感じている
にあたります。科学クラブの 児童が多い。
定員は何人でしょう。
【正答】…式 （６２％）

答え（６２％）
≪誤答例≫
・２４×１．６（１２人）

本時に関わる問 ⑥５ｇの水と２ｇの食塩で食塩 本時でも、等しい比を使って
題を解くことがで 水を作りました。これと同じ 解決する児童が多いと思われ
きる。 食塩水を作るために水を る。150

ｇにしたとき、食塩を何ｇ入 比の１にあたる量を求め、そ
れればよいでしょう。 の何倍という見方も線分図等を
【正答】…式 （４９％） 通して理解できるようにしてい

答え（４９％） きたい。
≪正答例≫
・１５０÷５＝３０ 比の値は取り立てて指導する
２×３０＝６０ 人 ことにはなっていないが、５の（ ）11
・１５０÷５＝３０ ２に対する割合を用いた考え方
３０×２＝６０ ５人 にもふれていきたい。（ ）
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５ 指導計画 【省略】
６ 本単元における評価規準 【省略】
７ 本時の指導（１／３）
( ) ねらい 線分図に表して比の１にあたる量に着目したり、等しい比の性質を1

使ったりすることにより、２つの量の比から比べる量やもとにする量
を求めることができる。

( ) 仮説との関連2
仮説１について
学習過程における個に応じた指導や体験的な活動のあり方を工夫するこ
とにより、自分の力で問題を解決し、基礎的・基本的な内容が定着するの
ではないか。
・ 課題を文章や数値だけで提示するのではなく、実際に具体物を用いてその
場面を演示することにより、題意を的確に捉えさせ解決の見通しをもたせて
いきたい。
・ Ｔ１、Ｔ２の役割を明確にし、効率的に個に応じた支援をしていきたい。
そこで、自力解決の場面では、全体での見通しを話し合って解決できる児童
には、Ｔ１が解決の状況を見取りながら支援し、練り上げの計画を立ててい
くことにする。また、自力解決が進まない児童には、Ｔ２が別のコーナーで
具体物を操作させたり、ヒントカード（比と量を面積図に表したものや等し

） 。い比の式に表したもの を個人的に選択させながら支援していくことにする
そして、確実に最低でも１通りの考え方で解決できるようにしていきたい。
仮説２について
互いの気づきや考えのよさを認め合い、多様な考え方を引き出す支援を
工夫することにより、自分の考えを豊かに表現することができるのではな
いか。
・ 自力解決時の支援により、どの児童でも課題を解決した上で話し合いに臨
ませたい。そうすることにより、その児童なりにより理解を深めることがで
きると考える。また、線分図や式と対応させて説明させたり、考え方の異同
に着目させることにより、効率的に話し合いを進めていきたい。

( ) 展開3
主な学習活動（○）と反応（・） □支援 ◇留意点 ◎評価 ※仮説との関連
１課題を読みましょう。 ◇Ｔ１
○課題を読む。 全体を対象に課題を提 ※仮説１
ざるそばを食べるためにそ 示し、問題を把握させ そばつゆを作る場面
ばつゆを作ります。 ていく。 を演示し、題意を把握
水とつゆの素の量の比を５ させるとともに解決の
：２にします。 見通しをもたせる。
つゆの素を６０ にするとã
水は何 になるでしょう。ã
２水の量はどれくらいになるでし ◇２つの量の比から、結
ょう。 果の見通しをもたせる
・２００ ぐらいかな。ã
・１００ はこえるだろう。ã
・水の量の方が多くなるよ。
３どうして水の量の方が多くなる ◇比に着目させ、水の量
のでしょう。 の方が多くなるという
・自分で作るときに水の方を多 根拠を明らかにする。
く入れるから。
・５：２という比だから、比が
５の水の方が多くなるはずだ
４学習問題を決めましょう。
比を使って水の量の求め方を
考えよう。
５どうしたら水の量が求められそ
うですか。
○解決の見通しを発表する。 ◎比を使って解決すれば
・等しい比を考えればいい。 いいということが分か
・６０ で比が２だから、１だ り、解決の見通しをもã
と何 になるかを考えればい つことができたか。ã
い。 （挙手、発表）
・水の量がつゆの素の何倍かを
考えればいい。
６自分なりの考え方で水の量を求
めてみましょう。
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○自力解決をする。
×１２ □Ｔ２ ※仮説１

解決の見通しがもてな 解決が進まない児童
①５：２＝６０：□ い児童には、どういう には、いろいろなヒン

ヒントカードがあるか トカードや具体物があ
×１２ 知らせる。 るコーナーに行って、

÷ ＝ × ＝ 自分が必要とするもの60 5 12 2 12 24
Ａ． を自由に選択し、解決24ã

②等しい比を考えて求める。 □Ｔ２ できるようにする。
×３０ 全く見通しのもてない

児童には、課題にそっ
５：２＝□：６０ て具体物を操作させな

がら、個別指導、小集
×３０ 団指導をする。

60 2 30 5 30 150÷ ＝ × ＝
ãＡ．150

③比の１にあたる量を考えて求 □Ｔ１
める。 ①の児童には、比の表

５ し方を振り返させたり
結果の見積もりを想起
、 。させ 修正させていく

□ ◇Ｔ１ã
自力で解決している児

２ 童の状況を見取るとと
÷ ＝ もに、机間指導をしな60 2 30
× ＝ がら指名計画を立てる30 5 150

ãＡ．150
◎評価Ａ

６０ □Ｔ１ 自分の解決方法を分ã
④水の量はつゆの素の何倍かを 解決してしまった児童 かりやすくノートにま
考えて求める。 には、自分の考え方が とめ、説明することが
２．５ 妥当であるかを振り返 できる。

させたり、説明の仕方
を考えさせたりする。 ◎評価Ｂ

６０ いずれかの方法で解ã
決することができる。

１
5 2 2.5 60 2.5 150÷ ＝ × ＝

ãＡ．150

７それぞれの考え方で、よいとこ ◇Ｔ１ ※仮説２
ろや似ているところを発表しま 指名計画をもとに、全 自分の解き方がどの
しょう。 体の話し合いを進めて 考え方に基づいている
○それぞれの考え方を比較検討 いく。 のかを、話し合いを通
する。 してしっかりと理解さ
・②は等しい比考えていて、前 ◇Ｔ２ せたい。
に勉強した内容を使っている つぶやきを拾い上げる また、線分図や面積
・③は線分図を使うと、比の１ 図と式を対応させなが
にあたる量がはっきりと分か ◇②は３０倍の３０、③ ら説明することが、視
るので考えやすいし、次の課 は３０ の３０である 覚的にも捉えやすく効ã
題を解くときにも使えそうだ ことを、線分図や面積 果的な方法であること
・④は水の量がつゆの素の何倍 図、関係を表す式をも を実感させたい。
かを出してから比べる量を求 とに捉えさせ、整理し
めていて、比は割合の問題と ていく。
同じだということが分かった
８今日の勉強をまとめましょう。
比を使って水の量を求める
には、
・等しい比
・比の１にあたる量
・何倍かという割合
を考えて求めればいい。
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９今日勉強したことを使って、次 □Ｔ１、Ｔ２
の課題を解いてみましょう。 机間指導をし、解決の ◎評価Ａ
○自分がよいと思った考え方で 状況を見取るとともに 自分の決めた方法で
類題を解く。 解決が進まない児童に 類題を解き進めること
①比と水の量からつゆの素の量 個別指導をする。 ができる。
を求める。
②比と横の長さから長方形の縦 ◇全員が①を解決した時 ◎評価Ｂ
の長さを求める。 点で、確かめをする。 自分の決めた解き方
③比と縦の長さから長方形の横 で、類題①を解くこと
の長さを求める。 ができる。

ア 児童の学習状況をより的確に把握できるともに、ヒントカードや具体物の操作
等によって個別指導をすることができ、個に応じた指導の充実が図られた。
イ 単元終了後に 「じっくりコース （基本）と「すいすいコース （発展）に分、 」 」
かれて発展的な学習や補充的な学習の場を設定することにより、それぞれの児童
の理解の程度に応じた習熟を図ることができた。

( ) 少人数指導（習熟度別学習）について2

少人数指導（習熟度別学習）後のアンケート結果

１ 指導単元 「分数のわり算 （７時間）」
２ コースの種類 「じっくりコース （基本）と「トライコース （発展）の２コース」 」
３ コース決定 ①今までの学習状況を振り返って（テスト等 、児童自ら選択する。）
と方法 ②学級を２つのコースに分け、従来の時間割通りとする。

③児童の実態をよく把握している学級担任が「じっくりコース]を担
当し、加配教諭は「トライコース」を担当する。
④児童の実態に応じて、教師と相談した上で途中でのコース変更を
してもよいこととする。そのため、進度面では２つのコースとも
そろえておく。

４ コース選択の実際
１ 組 ２ 組 ３ 組 合 計

じっくりコース １９名 ２０名 １９名 ５８名
トライコース １８名 １６名 １４名 ４８名

５ アンケート結果
Ｑ１．コースに分かれて勉強することを、あなたはどう思いましたか。

％
①とてもよい。 ６３
②よい。 ３３
③あまりよくない。 ２
④よくない。 ２
Ｑ２ 「とてもよい 「よい」と答えた人はどんな理由からですか （複数回答可）． 」、 。

％
①少ない人数で勉強するのは楽しい。 ６５
②発表する回数が増える。 ５２
③分からないとき、すぐに教えてもらえる。 ４９
④分からないことを質問しやすい。 ４０
⑤勉強が分かりやすい。 ７３
⑥自分に合った勉強ができる。 ６８
⑦集中して勉強ができる。 ７２
⑧その他の理由
・自分が納得のいくまで教えてもらったから、きちんと覚えられた。
・レベルが同じ人どうしでやると、自分でも能率よく勉強できる。
・発表するとき、緊張しない。
・人数が少なくて、静かで集中できる。
・勉強が進む。いつもと違う雰囲気で勉強できる。
・いろいろなプリントで鍛えられる。

Ｑ３ 「あまりよくない 「よくない」と答えた人はどんな理由からですか。． 」、
（複数回答可）

％
①少ない人数で勉強するのは楽しくない。 １
②発表しにくい。 ２
③分からないことを質問しにくい。 ２
④勉強が分かりにくい。 ３



- 7 -

⑤自分に合った勉強ができない。 ３
⑥落ち着いて勉強ができない。 ２
⑦その他の理由
・少し難しかった。

Ｑ４．その他感想があったら書いてください。
・全員でやったときには、あまりあたらなかったけど、分かれてやったときは
結構あたるし、集中できました。
・分数の計算はあまり好きではなかったけれど、しっかり勉強して前より分か
るようになってよかった。
・楽しくて算数が好きになった。
・文章問題がすらすらと分かるようになった。
・自分で考える時間が増えてよかった。
・できればまたやってほしい。
・ トライ」は「じっくり」と違い、説明がすぐ終わってしまい、あまり文章「
問題が解けなかった。

ア 児童一人一人に目が行き届き、学習におけるつまずきが把握され、それに対応
した指導ができた。
イ 少人数であることとほぼ同程度の学習集団であったため、児童も安心して自分
の考えを発表したり、分からないことを質問したりするなど、学習に対する意欲
の高まりが見られた。

( ) 教材・教具について3

【具体物を用いた課題提示】 【自力解決時の支援コーナー】

【説明のための教具】 【支援のための教具】

【児童のノート】 【児童の発表】
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ア 視覚に訴えるものや日常の生活に関連した課題を提示すことにより、児童は問
題場面をイメージすることができ、解決の見通しをもって自力解決することがで
きた。
イ 自力解決がなかなか進まない児童に対しては、具体物を操作させながら支援を
することができた。
ウ 多様な解決方法ができるような教材を工夫することにより、ものの見方、考え
方に少しずつ広がりが見られるようになってきた。
エ 朝の学習（チャレンジタイム）で使用するプリントを各単元ごとに作成してフ
ァイルにまとめ、次年度以降に活用できるよう整備するようにした。

( ) 児童の実態把握と基礎・基本の定着について4

月別たしかめ問題の実際

１ 出題範囲 月ごとに学習した範囲から出題する。
２ 問題作成 ＴＴ担当教諭が作成する。
３ 事後処理 ①各小問ごとに各児童がどの問題が正答でどの問題が誤答だったかを

一覧表にまとめる。
②各学級、各学年の小問毎の正答率、全体の正答率を出し、およその
傾向を把握する。
③落ちている部分については、朝の学習の時間（チャレンジタイム）
などを活用し、取り立て指導をする。
④２、３週間後に同じ問題を実施し、その後の変容を見る。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
１回目の学年正答率 ９６ ９６ ７９ ７７ ８４ ８７ ９３ ８３ ９４ ７７

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳
全体 ８７．１ ７２ ７１ ８２ ７８ ９９ ９８ ９９ ９６ ９３ ８７

≪１回目の傾向≫
【通過率のよかった項目】
☆繰り上がりのあるたし算筆算 （１回繰り上がり、２回繰り上がり）。
☆たし算になる文章問題の立式。
☆ひき算になる文章問題の立式。
☆三角形、四角形を指摘する。
☆何個のいくつ分をかけ算の式に表す。
【指導を要する項目】
★繰り下がりのあるひき算の筆算。
ＥＸ）１０４－７２を２２、１１２－４７を５５あるいは７５、１０５－７
を８とする誤答が多かった。
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一の位のひき算はいいのだが、百の位から繰り下がった十の位のひき
算の処理が十分でない。

★ある基準から違いを考えて解く文章問題。
文章の読み取りから、引くのかたすのかの具体的な場面のイメージ化を図る
必要がある。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
２回目の学年正答率 ９７ ９２ ９０ ８７ ８９ ９１ ９９ ９１ ９５ ８１

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳
全体 ９１．９ ７９ ７７ ９０ ８８ ９７ ９８ ９３100 100 100

≪１回目と２回目の比較≫

ア それぞれの児童がどの問題でつまずいているのかを把握できるとともに、指導
の改善の資料とすることができた。
イ 結果をもとに朝の学習の時間（チャレンジタイム）などで、取り立て指導や個
別指導をすることにより、基礎的・基本的な内容の定着を図ることができた。

( ) ＣＲＴ教研式標準学力検査の結果について5
【Ａ（十分満足 、Ｃ（努力を要する）の全国平均との割合の差（単位ポイント 】） ）
〔 同一の児童で比較している。ＥＸ）２年生の昨年は、１年生のときのデータ〕

１年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年

昨年 今年 昨年 今年 昨年 今年 昨年 今年 昨年 今年 昨年 今年

関 心 Ａ １３ ５ ５ ２ ２ ５ ６ ３ －１ １２ １６

意 欲 Ｃ －３ －３ ０ ０ －２ －２ ２ －３ －１ －４ －２

数学的 Ａ ９ －４ －３ ８ １０ １１ １５ １５ １５ －４ ４

考え方 Ｃ －３ ３ ３ １ －９ －８ －６ - - ８ －４16 17

表 現 Ａ ６ －３ １ －３ １５ ９ ３ １４ １４ ３ ７

処 理 Ｃ －２ ０ －２ －３ －６ －３ －３ －５ －６ －４ －５

知 識 Ａ ４ ５ ６ ７ １１ ７ ８ ８ １６ ８ １

理 解 Ｃ －３ ４ －５ －４ －７ －５ －３ －２ －２ －１ ２

Ａ ８ －９ －３ ２ １１ １２ １ １５ １９ ０ １６

総 合 Ｃ －２ １ －４ －５ －７ －５ －５ －６ －８ －３ －２

得点率 ２ －４ ０ １ ７ ５ ４ ７ ７ １ ２
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１回目

２回目
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学年によってばらつきはあるが、徐々にＡの割合が高く、Ｃの割合が低くなっ
ている傾向が見られる。

２．今後の課題
( ) 個に応じた指導方法・指導体制について1
ア 今年度は４年生からのＴＴ指導を実施してきたが、中学年から学び方を身につ
けさせ、興味・関心をもたせながら基礎・基本の定着を図るため、来年度は３年
生からＴＴ指導を実施する。
イ 習熟度別学習や課題別学習が効果的であると思われる単元を洗い出し、学級だ
けではなく、学年をオープンにした指導形態を工夫していく。
ウ 朝の学習の時間（チャレンジタイム）における指導の充実を図っていく。
エ 発展的な学習や補充的な学習の進め方を工夫するとともに、その指導における
教材の開発をしていく。

( ) 体験的な学習を通して、見通しをもって自力解決させるための単元構成・展開2
について
ア 児童が興味・関心や問題意識をもって取り組むことができるような教材の開発
や展開の工夫をしていく。
イ 学習内容を確実に定着させていくための教具の開発や支援の仕方の改善を図っ
ていく。

( ) 互いの気づきや考えのよさを認め合い、進んで自分の考えを表現させることに3
ついて
ア 答えを導き出すことはできるが、その結論に至までの筋道立てた説明の仕方が
十分でないので、いろいろな表現方法を示しながら表現力や思考力を高める指導
をしていく。
イ 自己評価を活用したりノート指導を充実していくことにより、学びへの意欲を
高めていく。

( ) 中学校との連携による指導の連続性について4
今年度は研究会があったため互いの授業参観をすることはできたが、来年度は
定期的な会合をもち、児童生徒の実態や学習指導についての共通理解、連携を深
めていく必要がある。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取り組み
． （ 、 ）１ ＣＲＴ教研式標準学力検査 １月下旬実施：１・２年国語と算数 ３年以上４教科
２．ＮＲＴ教研式標準学力検査（５月実施：２年以上算数のみ）
３．月別確かめ問題
( ) 児童の実態把握と指導の重点の明確化1
( ) 結果に基づいた、定着のための指導の改善2

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及
１．平成１５年９月２４日（水） 福井県春江町校長会学校訪問において概要説明
２．平成１６年９月下旬 東青管内小中学校校長研究協議会において概要説明予定
３．平成１６年１１月上旬 公開研究発表会開催予定

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 □１４年度からの継続校þ

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級
□１３～１８学級 １９～２４学級þ
□２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ・Ｔによる指導þ þ
□一部教科担任制 □その他

【研究教科】 □国語 □社会 算数 □理科þ
□生活 □音楽 □図画工作□家庭
□体育 □その他

【指導法の工夫改善に関わる加配の有無】 有り □無þ
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